
S A S A K A W A  A F R I C A  A S S O C I A T I O N

1986年の設立以来、ササカワ・アフリカ財団(SAA)は現
地政府や研究機関、農村コミュニティとともに、農業普及
システムの強化と小規模農家の生産性および生計向上
に取り組んできました。「農家と共に歩む（Walking with 
the Farmer)」のスローガンのもと、農家を知識、技術、市
場へとつなぐ、地域に根ざした信頼のパートナーシップ
を築いています。

気候変動や土壌劣化、市場アクセス、人口動態の変化
といった複雑な課題に対応するため、 SAAは活動を発
展させてきました。気候変動に強い環境再生型農業、栄

養に配慮した農業、市場志向型の農業普及・助言サー
ビス、そしてデジタル技術を活用した普及活動を統合的
に推進しています。

約40年の経験を基盤とした「2026–2030年戦略計画」
は、強靭で包摂的な市場志向型の農業・食料システム
を強化し、さらなる成果を目指すものです。本戦略は、
効果的な普及モデルの拡大、強靭で栄養に配慮した農
業、バリューチェーンの連携強化、そして持続可能な変
革を担う農家や地域機関の能力向上に重点を置いてい
ます。

アフリカの農業・食料システムにおける変革の転換点

５カ年戦略計画 
2026–2030年
Walking with the Farmer



インパクト

重点戦略

90% 平均収量の増加率

40–80% 環境再生型農業技術の採用率
2,000,000人＋ リーチした農家数　　　 

74,000ｔ　集荷・市場販売された農産物量50% 食事の多様性の平均改善率 　　　　　　　　
　　　　 

20% 収穫後ロスの平均削減率　　　　　　　　　　
　 

40–60% 農家の収入増加率

革新的で包摂的な農業普及、能力開発、パートナーシップを通じて農家の　
可能性を最大限に引き出し、アフリカにおける農業変革と食料・栄養の安全
保障および所得の向上を推進する。

小規模農家を中心とする、アフリカの強靭で
持続可能かつ市場志向型の農業・食料システム                             

変革の理論

インパクトを生む戦略的な道筋

•	気候変動や干ばつ、洪水、土壌劣化、土壌肥沃度の低下
•	脆弱な農業普及や助言サービス
•	農業資機材、金融サービス、農業機械、気候情報等への限定的なアクセス
•	市場とのつながりの弱さと深刻な収穫後ロス
•	食料と栄養の安全保障上の不安 
•	女性、若者、その他の脆弱層の参画機会の不足 
•	関係機関の連携不足と、技術や知見の普及拡大の遅れ

• 	 農家中心の農業普及・助言サービスと実践的学習
• 	 人材育成と組織能力強化 
• 	 デジタル化と気候情報システム 
• 	 農業機械化と適正技術 
• 	 政策提言と制度・システムへの働きかけ 
• 	 戦略的パートナーシップ 
• 	 女性、若者、障害者の包摂 
• 	 モニタリング・評価・学習（MEL）と適応型マネジメント

•	 強靭で持続可能かつ市場志向型の農業・食料システムの実現 
•	 食料・栄養・所得の安全保障の向上 
•	 誰も取り残さない包摂的な農村経済の発展 
•	 気候変動に対するレジリエンスの強化 
•	 持続可能な天然資源の利用と保全 
•	 各国の農業システムの強化 
•	 農家を中心としたアフリカの農業変革の実現

•	 農業普及・助言サービスが機能していること 
•	 政策とパートナーシップが維持されていること
•	 技術や気候情報へのアクセスが確保されていること 
•	 農家がサービス、市場、金融に公平にアクセスできていること 
•	 関係機関との連携強化が継続されていること 
•	 継続的な学習と投資が維持されていること

• 	 気候スマート農業や環境再生型農業の採用率の増加 
• 	 農業生産性、土壌の健全性、レジリエンスの向上 
• 	 農家所得の向上と金融包摂の促進 
• 	 収穫後ロスの削減と食料や農産物の品質向上 
• 	 食の多様化と食品安全の向上 
• 	 農業普及・助言サービス体制や組織力の強化 
• 	 女性や若者のアグリビジネスへの参画拡大 
• 	 生産者組織と市場システムの強化

地域の状況に応じた環境再生・気候
スマート農業、改良品種、土壌・水管
理、気候情報、機械化、デジタル技術
を活用した普及・助言サービス

生産者組織の強化、整備された市
場、収穫後の品質管理、包摂的な
金融、デジタルツール、農産物の高
付加価値化と集約、雇用の創出、
女性や若者の有意義な参画

栄養改善に資する生産多様化、食
品安全とフードロス削減、収穫後処
理技術、行動変容の促進、栄養価
の高い食品を扱う事業者の育成

アフリカ農業が直面する主要課題

戦略を支える要素

長期的に目指す社会的インパクト 成功のための前提条件

目指す成果（2026–2030年）

強靭で持続可能な農業・食料システム 包摂的な市場とアグリビジネスの発展 安全で栄養価の高い食料システム

 ミッション ビジョン

2021年–2025年の主要成果
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2026–2030年の重点戦略分野

本戦略計画は、アフリカの農業・食料システムの変革を実現するための、相互に補完し合う3つの重点戦略　　
分野を中核に据えています。

強靭で持続可能な    
農業・食料システム

包摂的な市場とアグリ
ビジネスの発展

安全で栄養価の高い 
食料システム

重点戦略分野 1

鍵となる成果分野 鍵となる成果分野 鍵となる成果分野

重点戦略分野 2 重点戦略分野 3

農場と世帯のレジリエンスを高める

気候スマート農業および環境再生

型農業の普及拡大	 

 

		   
持続可能な農業生産を支える土壌

の健全性、水利用の効率、循環型

バイオエコノミーの向上		

 

 
気候変動や外部ショックに対する

世帯および地域コミュニティのレジ

リエンス強化 
 
 
気候変動に強い品種、統合的な農

業管理および包摂的な技術導入の

拡大

 

気候情報、早期警戒システム、およ

びリスク管理を統合した、農家まで	

確実に届く農業普及・助言サービス	

 

 

持続可能な農業を推進するための

組織能力、包摂性、パートナーシッ

プ、およびエビデンス基盤の強化

組織化された市場取引への参画 

拡大 

 

 

 

農産物の付加価値と収穫後処理技

術の向上 

 

 

 

包摂金融サービスとリスク軽減の

拡大 
 
 
 
経営能力と農業関連中小企業

（Agri-SMEs）の競争力の強化 

 

 

 

生産者組織の強化 
 
 
 
 
政策環境の整備および強化

栄養に配慮した食料生産システム

の拡大 
 
 
 
世帯の食生活の多様化と栄養状態

の改善 
 
 
 
収穫後ロスおよび栄養損失の削減 
 
 
 
 
食品安全遵守の向上 
 
 
 
 
栄養価の高い食品を扱う事業の  

拡大  

 

 
 
政策や制度の強化と分野横断的な

連携の促進

能力開発　			 
普及支援　			 
農家学習

政策・制度面での
連携強化

インクルージョン　
（包摂性）

適切な技術と　　　
管理手法

戦略を支える横断要素



事業を支える体制と基盤

今後に向けて

アフリカの農業変革を支えるのは、気候変動に強いレジリエントなシステム、自立した農家、そして誰もが参画できる
包摂的な市場です。SAAが策定した「5カ年戦略計画（2026－2030年）」は、将来へのビジョンを示すだけでなく、次の
4つの約束を実現するための確固たる意思を表しています。

40年現場で培ってきた信頼とパートナーシップを礎に、これからも農家に寄り添い、その声に耳を傾けながら活動を続けます。
農家の生計向上から農業・食料システム全体の変革に至るまで、実証されたアプローチとエビデンスに基づく解決策を広く展開します。
長期的かつ持続的な変革を実現するため、現地の制度、政策、市場システムの強化に取り組みます。
女性や若者、また最も脆弱な立場にある人々を中心に据え、農業・食料システム全体を通じて誰一人取り残さない開発を推進します。

SAAは、世界中のパートナーとともに、アフリカの農業・食料システムがより強靭で、栄養に配慮し、市場とのつながり
を備えたものへと発展する未来を目指しています。そして、農村に暮らす一人ひとりが持続可能な生計を築き、より豊
かな暮らしを実現できるよう、これからも挑戦を続けてまいります。

SAAは、農業・食料システムの変革を実
現するため、多様なパートナー(以下)との
連携を重視します。

•	 各国政府および政策機関 
•	 農業普及機関および実施パートナー 
•	 研究や技術開発機関 
•	 民間セクターおよび市場関係者 
•	 助成ドナーおよび開発機関

データシステムの強化と知見の蓄積を通
じて、エビデンスに基づく意思決定を促進
します。事業成果の最大化と状況変化に
柔軟に対応できる体制を構築します。

モニタリング・評価・学習

資金調達 コミュニケーションパートナーシップ

コアドナーである日本財団は
引き続き戦略実現の中核を担
う重要なパートナーです。
同時に、SAAは、組織の持続
性と事業の発展を支えるため
資金基盤の多様化を推進しま
す。　

既存パートナーとの協力関係
を深化させるとともに、民間企
業、慈善財団、気候変動関連
ファイナンス、インパクト投資
家、開発パートナー、テクノロ
ジー企業等との新たな連携を
開拓していきます。

SAAは、情報発信や認知度向上
にとどまらず、農業・食料システ
ムの変革を後押しする影響力の
ある組織を目指します。

•	 エビデンスに基づく知見を発
信し、信頼される専門機関と
しての存在感の向上 

•	 ステークホルダーとの対話
強化と、農家の声やニーズ
の社会への発信 

•	 ブランド価値の向上と、分野
をリードする国際的発信力の
強化

•	 デジタル技術を活用した情
報発信と知識共有の促進

SAA公式ウェブサイトはこちら

一般財団法人ササカワ・アフリカ財団
東京都港区虎ノ門 1-15-16 
笹川平和財団ビル3階
電話：03-6257-1870
メール：info@saa-safe.org

@saa_africa

@saa_safe_official

Sasakawa Africa Association

Sasakawa Africa Association (SAA)


